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JIS 規格に適合しないコンクリートの使用による建築基準法違反について 
 

１ 概 要 

藤沢市に所在する六会コンクリート株式会社が平成 19 年７月９日から平成 20 年

６月 30 日の間に出荷したレディーミクストコンクリートには、溶融スラグ骨材が混

入された疑いがあります。 

本市は、このコンクリートに関し、国土交通省から情報提供を受け、建築物の柱

やはり等の主要構造部における使用の有無について調査を行い、建築基準法違反の

特定を進めております。 

建築基準法第 37 条では、建築物の主要構造部に用いるコンクリートは JIS 規格に

適合するか、国土交通大臣の認定を受けたものでなければならないと規定されてい

ます。 

今回、問題となっているコンクリートには、JIS 規格では使用が認められていない

溶融スラグ骨材が混入しており、建築物の主要構造部に使用されていた場合には、

建築基準法に違反することになります。 

 

２ 調査状況 

これまでの調査により、市内で 17 の建築物にこのコンクリートが使用されていた

疑いがあり、そのうち７件について建築基準法違反として特定しました。

４件については建築基準法違反に当たらないことを確認しました。 

残りの６件については引き続き調査中です。 

 

建築工事１７件（民間工事１６件・公共工事１件）の調査状況 

調査済 

建築物の主要構造部に溶融ｽﾗｸﾞ骨材混入コンクリートを 

内訳 調査対象 

使用 

【建築基準法違反】

使用していない 

【建築基準法違反でない】 

調査中 

共同住宅 １０ ６ ３ １ 

病院 ２ ０ ０ ２ 

介護老人保健施設 １ １ ０ ０ 

事務所 １ ０ １ ０ 

公共施設＊ １ ０ ０ １ 

その他 ２ ０ ０ ２ 

計 １７ ７ ４ ６ 

＊：上飯田小学校屋内運動場改修その他工事（増築部分：鉄骨平屋 付属器具庫基礎） 

 
裏 面 有 り

 



 

３ 国への要望 

現在までに複数の建築物において、工事の施工又は使用を見合わせている状況が

続いています。 

また、今般、竣工済みのマンションにおいては多くの入居済み又は入居予定の市

民が、当該建築物がこのまま使用できるのか不透明な状況の中で、今後の生活の岐

路に立たされ、判断に窮している状況にあります。 

このため、平成 20 年８月５日、国土交通省に対して、違反是正の方針について、

できるだけ早く結論を出して欲しい旨の要望書を提出しました。

 

４ 今後の対応 

・ 調査中の６件について、引き続き溶融スラグ骨材の使用の有無や、当該コンク

リートを使用した箇所等の特定を行います。 

・ 溶融スラグ骨材の使用が判明した違反建築物については、国土交通省において

学識経験者らによる「ＪＩＳ規格不適合コンクリートを使用した建築物の対策技

術検討委員会」※が７月１８日に設置され、当面の是正方針等について検討する

こととなっておりますので、これら国の動向等を踏まえ、対応してまいります。 

 

※ 「ＪＩＳ規格不適合コンクリートを使用した建築物の対策技術検討委員会」 

（委員長：桝田佳寛 宇都宮大学工学研究科地球環境デザイン学専攻教授） 

国土交通省が平成 20 年 7 月 18 日設置。溶融スラグ骨材を混入したコンクリートの耐久

性、構造等安全性、補修方法等について技術的検討を行い、関係特定行政庁に対し、当

面の是正方針等について技術的助言を行う予定。 

 

【参 考】 

（経 過） 

７月 ２日 横浜市に対し JIS 規格不適合コンクリート使用の可能性について通報あり 

同日、国土交通省からこの件で連絡あり 

７月 ３日 国土交通省から建築工事中の物件(共同住宅１件）について調査指示 

７月 ４日 国土交通省から情報提供を受けるとともに、他物件について調査指示 

７月 ８日 建築基準法違反物件（共同住宅１件）記者発表 

７月 11 日 場所が特定できた物件の件数等記者発表 

７月 16 日 建築基準法違反物件（共同住宅２件・介護老人保健施設１件）記者発表 

７月 18 日 「JIS 規格不適合コンクリートを使用した建築物の対策技術検討委員会」開催 

（国土交通省）※

８月 ５日 建築基準法違反物件（共同住宅３件）、建築基準法違反に当たらない物件（共同住

宅３件・事務所１件）記者発表、及び国へ要望書提出 

    



■

No 工　　事　　名 工　期 使用場所
使用量
(㎥)

ポップアウト現象の有無
試験の概要

H19. 2.21

～

H20. 7.31

H19. 1.16

～

H20.1.15

H19. 1.19

～

H20. 5.30

H19. 5.30

～

H20. 6.30

H19. 7.27

～

H20. 9.30

H18. 4.25

～

H20. 3.21

H18. 1.26

～

H20. 3. 6

建築基準法の対象とはならない横浜市発注の公共工事の状況
（溶融スラグを細骨材の一部としたレディーミクストコンクリートの使用状況）

護岸工基礎・胴
込・裏込コンク
リート、小型重力
式擁壁コンクリー
ト等

ポンプ・ガスター
ビン・弁類等の基
礎

・可視部分は現象無
・コアを抜き圧縮強度試験
　を行う
・成分分析試験を行う

・現象無
・コアを抜き圧縮強度試験
　を行う
・成分分析試験を行う

・現象無
・コアを抜き圧縮強度試験
　を行う

特殊人孔

深礎擁壁

場所打ち杭
φ2000　Ｎ=19本、
φ2500　Ｎ=20本

1,507

53

881

138

39

4039

2

・可視部分は現象無
・コアを抜き圧縮強度試験
　を行う
・成分分析試験を行う

・可視部分は現象無
・コアを抜き圧縮強度試験
　を行う
・成分分析試験を行う

・可視部分は現象無
・コアを抜き圧縮強度試験
　を行う
・成分分析試験を行う

・可視部分は現象無
・コアを抜き圧縮強度試験
　を行う
・成分分析試験を行う

245

4

5

3

宇田川遊水地建設工事
（その４）

1

戸塚駅西口第１地区市街地
再開発事業公共施設整備工
事（その１）(第一交通広
場）

配管防護、擁壁裏
込め，階段タタキ
コンクリート

配管防護コンク
リート

6

7
（仮称）小雀６号配水池
 築造工事

（仮称）影取線φ700ｍｍ
  配水管新設工事
  (その10）

※その他６件は強度を必要としない、ならしコンクリート等に使用したことが明確なためリストから外しました。

戸塚駅前地区中央土地区画
整理事業都市計画道路柏尾
戸塚線深礎擁壁築造工事
（その３）

西部水再生センター
雨水ポンプ施設雨水ポンプ
（22号機）設備工事

西部処理区俣野地区
下水道整備工事（その22）
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